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本
稿
は
、
百
人
一
首
の
古
注
釈
諸
本
の
系
統
を
整
理
中
に
気
付
い
た
、
江
戸
初
期

絵
入
板
本
百
人
一
首
に
つ
い
て
、
新
出
の
『
三
略
抄
』
と
い
う
一
伝
本
を
通
し
て
言

及
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
、
江
戸
初
期
絵
入
注
釈
本
に
論
及
し
、
し
か
も
本
稿
を
成
す
の
に

教
示
を
得
た
も
の
は
、
次
の
諸
論
で
あ
る
。
田
中
宗
作
著
『
百
人
一
首
古
注
釈
の
研

究
』
（
桜
楓
社
、
昭
劉
）
、
島
津
忠
夫
箸
『
百
人
一
首
』
（
角
川
文
庫
、
昭
“
）
、
片
桐

洋
一
著
『
「
百
人
一
首
」
と
師
宣
の
「
像
讃
抄
」
』
（
版
本
文
庫
、
国
書
刊
行
会
、
昭

卵
）
、
小
林
祥
次
郎
氏
解
説
『
百
人
一
首
基
箭
抄
』
（
勉
誠
社
文
庫
、
昭
記
）
、
野
村

貴
次
著
『
季
吟
本
へ
の
道
の
り
』
（
新
典
社
、
昭
銘
）
な
ど
で
あ
り
、
他
の
諸
論
文

は
論
述
の
途
中
で
言
及
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
す
る
。

○
『
百
人
一
首
三
略
抄
』
に
つ
い
て
ｌ
書
誌
ｌ

本
書
の
書
誌
は
、
紺
色
雷
紋
繋
ぎ
地
に
唐
草
模
様
の
表
紙
（
改
装
か
）
縦
郷
横
、

百
人
一
首
絵
入
注
釈
本
に
つ
い
て

は
じ
め
に ｌ

新
出
資
料
「
三
略
抄
」
を
中
心
に
Ｉ

糎
。
袋
綴
。
序
、
巻
末
識
語
な
ど
の
部
分
は
四
周
単
辺
縦
岬
・
横
耐
糎
、
本
文
三
段

（
後
述
）
、
外
題
・
内
題
が
な
く
、
巻
末
の
識
語
に
よ
る
書
名
で
あ
る
。
巻
末
の
識

語
は
、

右
百
人
一
首
三
略
抄
者
湿
右
干
今

錐
令
秘
事
為
成
童
蒙
使

加
系
圖
讃
曲
令
板
行
者
也

延
賓
九
辛
酉
歳
初
夏
吉
祥
朴

大
和
繪
師

杉
村
治
兵
衛
圖

板
本
道
油
町

口
田
清
兵
衛
開
板

と
あ
り
、
「
百
人
一
首
三
略
抄
」
と
仮
穗
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
名
は
他
に
伝

存
を
聞
か
な
い
（
吉
海
直
人
氏
「
百
人
一
首
類
書
刊
行
目
録
稿
」
昭
砲
・
３
、
国
文

学
研
究
資
料
館
『
調
査
研
究
報
告
』
第
八
号
は
、
現
存
伝
本
を
最
も
広
く
多
く
収
載
１

有

吉

保



し
て
い
る
が
こ
れ
に
も
見
え
ず
、
そ
の
後
、
本
資
料
館
教
授
渡
辺
守
邦
氏
が
零
本
な

が
ら
ご
所
蔵
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
）
。

次
に
、
本
書
の
構
成
を
見
る
と
、
仙
序
一
葉
（
季
吟
）
②
百
人
一
首
増
補
絵
抄
凡

例
三
葉
、
う
ち
、
左
右
の
通
し
絵
一
葉
。
⑧
本
文
縦
郷
・
横
睡
の
四
周
単
辺
の
上
段

那
糎
に
作
者
伝
記
、
中
段
邪
糎
右
側
に
注
記
や
大
意
を
記
し
、
左
側
に
大
意
の
絵
図

を
掲
げ
、
下
段
皿
糎
に
太
細
の
二
重
郭
内
に
人
物
と
詠
歌
を
掲
げ
て
あ
る
。
側
巻
末

に
百
人
一
首
作
者
部
類
二
葉
⑤
識
語
刊
記
一
葉
の
順
で
あ
る
。

仙
序
は
（
句
読
点
は
稿
者
）
、

序

和
歌
は
よ
む
事
よ
り
も
よ
く
心
う
る
事
の
か
た
き
よ
し
先
賢
の
し
る
す
と
こ
ろ
也
。

い
は
ん
や
、
百
人
一
首
は
を
く
ら
の
禅
門
の
清
撰
に
て
、
二
条
家
の
骨
髄
な
れ
は
、

お
ぼ
ろ
け
の
人
の
よ
み
心
う
へ
き
物
に
は
あ
ら
す
。
井
上
氏
秋
扇
生
祖
父
何
か
し

①

つ
ね
に
此
百
首
を
握
翫
し
て
、
老
後
の
夜
長
さ
を
忘
れ
、
か
つ
食
を
わ
す
る
こ
と

し
。
其
年
忌
に
あ
ひ
て
、
長
月
の
有
明
の
月
に
、
彼
祖
父
の
遺
書
を
見
出
て
、
故

二
位
法
印
の
御
抄
を
か
き
ま
し
へ
つ
ふ
、
此
抄
を
編
集
す
。
子
に
見
せ
て
、
其
し

②

か
る
ゅ
へ
を
、
此
は
し
に
述
ょ
と
い
へ
り
。
其
注
解
の
意
味
、
予
か
き
け
る
所
に

③

も
全
く
お
な
し
う
し
て
、
す
こ
し
き
こ
と
な
る
事
も
あ
ら
さ
り
け
れ
は
、
其
孝
心

④

の
切
な
る
と
、
数
奇
の
淺
か
ら
ぬ
と
を
感
す
る
に
堪
す
し
て
、
終
に
其
需
め
に
応

す
る
事
し
か
な
り
。

季
吟

と
あ
り
、
『
百
人
一
首
基
箭
抄
』
の
序
文
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
相
違
す
る
部
分
は
、
僅
か
に
頭
尾
の
二
箇
所
の

一
基
箭
抄
の
諸
本
と
の
関
係

基
箭
抄
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
田
中
宗
作
著
の
「
百
人
一
首
古
注
の
絵
入
板
本
に

つ
い
て
ｌ
像
讃
抄
と
基
箭
抄
（
増
補
絵
抄
）
と
を
対
象
と
し
て
ｌ
」
と
「
百
人

一
首
拾
穂
抄
の
板
本
に
つ
い
て
附
、
百
人
一
首
基
箭
抄
初
印
本
考
」
に
お
い
て
詳

細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
の
小
林
祥
次
郎
氏
の
解
説
に
言
及
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ま
ず
こ
の
二
書
を
参
考
に
し
整
理
す
る
と
、

⑪
寛
文
十
三
年
孟
春
板

㈹
寛
文
十
三
年
仲
秋
板

②
延
宝
三
年
板
（
古
今
書
籍
目
録
）

⑧
延
宝
八
年
板
（
延
宝
八
庚
申
歳
月
吉
辰
堺
屋
板
）

⑧
延
宝
八
年
板
（
延
宝
八
庚
申
歳
六
月
吉
辰
板
元
未
詳
）

㈹
序
ｌ
↓
基
箭
抄
序
２

⑧
季
吟
ｌ
寛
文
十
二
年
九
月
廿
七
日
季
吟
印

で
あ
る
。
⑧
部
分
は
、
基
箭
抄
諸
本
で
は
、
「
寛
文
十
二
年
九
月
廿
七
日
季
吟
印
」

（
寛
文
十
三
年
孟
春
板
、
同
仲
秋
板
）
「
寛
文
十
二
年
九
月
廿
七
日
季
吟
」
（
田
中
宗

作
氏
蔵
本
延
宝
八
年
六
月
吉
辰
堺
屋
本
）
「
九
月
廿
七
日
季
吟
」
（
架
蔵
本
延
宝
八
年

六
月
吉
辰
堺
屋
本
）
の
三
種
の
板
本
が
知
ら
れ
る
。
郭
の
右
端
中
央
に
丁
数
の

「
一
」
「
二
」
の
有
無
以
外
は
一
面
配
字
・
行
数
、
実
形
ま
で
も
相
似
し
、
同
じ
版

木
か
覆
版
と
い
う
ほ
ど
似
て
い
る
。

そ
こ
で
、
三
略
抄
と
基
箭
抄
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
基
箭

抄
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。



⑪
寛
文
十
三
年
孟
春
板

本
書
の
書
誌
は
、
前
掲
田
中
宗
作
著
中
の
「
百
人
一
首
基
箭
抄
初
印
本
考
」
（
醐

頁
～
沌
頁
）
、
野
村
貴
次
著
「
寛
文
十
三
年
刊
『
百
人
一
首
基
箭
抄
』
」
（
馳
頁
～
鏥

頁
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
野
村
氏
醗
字
と
前
掲
三
略
抄
の
序
文
を
比
較
す
る
と
、

前
掲
㈹
序
（
基
箭
抄
序
）
⑧
季
吟
（
寛
文
十
二
年
九
月
廿
七
日
季
吟
印
）
の
他
に

側
享
保
六
年
後
刷
本
（
享
保
六
年
辛
丑
更
衣
田
原
板
）

側
享
保
六
年
（
同
右
、
柏
原
板
）

⑤
文
化
二
年
求
版
本
（
河
内
屋
板
）

⑥
異
類
本
寛
延
三
年
宝
暦
十
年
板
（
山
本
、
菱
屋
板
）
と
分
類
で
き
る
よ
う
で

あ
る
。三

略
抄
と
の
関
係
で
重
要
な
諸
本
は
、
右
の
仙
倒
⑧
の
諸
本
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
中
心
と
し
て
各
本
の
大
体
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

①
此
百
首
ｌ
此
一
首
②
所
に
も
全
く
ｌ
所
に
大
い
に
③
あ
ら
さ
り
ｌ
侍

ら
さ
り
④
浅
か
ら
ぬ
と
を
ｌ
浅
か
ら
ぬ

の
僅
か
な
違
い
が
あ
る
。

序
文
に
続
い
て
、
「
基
箭
抄
簡
端
凡
例
」
と
あ
り
、
「
一
題
号
を
…
．
：
」
か
ら
五

項
目
「
一
定
家
卿
・
・
・
…
」
を
掲
げ
て
終
り
、
次
に
本
文
は
、
作
者
伝
記
（
漢
字
・
片

仮
名
混
り
）
、
歌
（
○
印
を
つ
け
、
漢
字
・
平
仮
名
混
り
）
、
注
釈
（
出
典
・
語
釈
・

諸
説
な
ど
、
漢
字
に
平
仮
名
混
り
）
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
「
百
人
一
首

作
者
部
類
」
が
あ
り
、
最
後
に
、

前
掲
㈹
序
（
基
箭
抄
序
）
⑧

（
前
掲
序
文
右
傍
①
～
④
印
）
、

百
人
一
首
基
箭
抄
下
巻
岐
下
秋
扇
要
草
之

寛
文
十
三
癸
丑
歳
孟
春
吉
辰

洛
陽
寺
町
二
條
上
ル
塘
六
左
衛
門
梓
行

の
刊
記
が
あ
る
。

伽
寛
文
十
三
年
仲
秋
板

本
書
の
書
誌
は
、
前
掲
小
林
祥
次
郎
氏
の
影
印
本
解
説
（
凡
例
と
脳
頁
ｌ
朏
頁
）

に
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
序
文
と
三
略
抄
の
序
文
を
比
較
す
る
と
㈹
序
⑧
季
吟
の

部
分
を
除
い
て
は
、
全
く
一
致
す
る
。
⑩
の
「
孟
春
板
」
と
㈹
「
仲
秋
板
」
の
序
文

中
の
相
違
は
、
先
に
掲
げ
た
①
②
③
④
の
箇
所
で
あ
る
。

巻
末
は
「
百
人
一
首
作
者
部
類
」
に
続
い
て
、

百
人
一
首
基
箭
抄
下
終

寛
文
十
三
癸
丑
歳
孟
春
吉
辰

洛
陽
寺
町
二
條
上
ル
塘
六
左
衛
門
梓
行

右
百
首
抄
者
去
年
五
月
上
旬
祖
父

回
忌
為
追
悼
書
之
以
備
牌
前
然
虚

不
意
落
干
梓
人
手
而
見
之
桁
脱
烏

焉
誤
字
不
少
故
重
改
正
略
加
首
書

再
令
板
行
畢

寛
文
十
三
笑
丑
仲
秋
上
旬

岐
下
秋
扇
要
艸
之

と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
り
訂
正
の
必
要
が
生
じ
て
「
加
二
首
書
一
」
再
板
し
た
も
の
３

、



で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
書
の
本
行
の
上
欄
に
、
単
辺
の
郭
を
附
し
た
り
、
○

印
の
み
を
附
し
た
箇
所
が
上
巻
十
四
箇
所
・
中
巻
二
十
・
下
巻
二
十
五
の
計
五
十
九

あ
る
。
こ
れ
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
序
文
の
改
訂
箇
所
の
前
掲
①
～
④
も

三
略
抄
と
同
系
に
改
め
ら
れ
て
い
る
（
三
略
抄
は
仙
本
と
同
じ
で
、
仙
本
と
は
相
違

す
る
）
。

仙
本
と
⑪
の
両
本
に
よ
っ
て
、
こ
の
基
箭
抄
の
成
立
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
序
文

に
よ
っ
て
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
五
月
上
旬
、
井
上
秋
扇
が
祖
父
某
の
年
忌
供

養
の
た
め
に
、
祖
父
の
注
し
て
い
た
百
人
一
首
注
に
故
二
位
法
印
の
御
抄
（
『
幽
斎

抄
』
で
あ
ろ
う
）
を
加
注
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
百
人
一
首
注
解
の
序

文
を
師
の
季
吟
に
依
頼
し
た
。
季
吟
は
注
解
の
内
容
が
自
身
の
も
の
と
全
く
同
じ
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
孝
心
に
感
じ
て
、
寛
文
十
二
年
九
月
二
十
七
日
に
序
文

を
書
い
て
与
え
た
。
ま
た
、
刊
記
に
よ
り
、
刊
行
は
、
寛
文
十
三
年
孟
春
（
一
月
）

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
術
字
・
脱
文
な
ど
の
誤
脱
が
あ
っ
た
の
で
、
改
め
正
し
て
、

首
書
を
加
え
て
、
寛
文
十
三
年
仲
秋
（
八
月
）
に
改
訂
板
を
刊
行
し
た
。

右
の
事
項
の
う
ち
板
行
の
順
序
や
意
図
な
ど
は
そ
の
ま
ま
認
め
て
も
よ
い
の
で
あ

る
が
、
少
し
く
疑
問
の
残
る
点
も
あ
る
。
一
つ
に
は
、
季
吟
の
書
い
た
序
文
に
訂
正

箇
所
（
前
述
①
～
④
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
季
吟
に
改
め
て
序
文
を
訂
正
し
て
も

ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
序
文
中
に
み
え
る
「
其
注
解
の
意
味
予
か

、
、
１
、
、

き
け
る
所
に
大
い
に
（
所
に
も
全
く
）
お
な
し
う
し
て
す
こ
し
き
こ
と
な
る
事
も
侍

（
あ
）
ら
さ
り
け
れ
は
」
（
カ
ッ
コ
内
は
、
㈹
仲
秋
本
）
の
部
分
は
、
井
上
秋
扇
が

祖
父
の
遺
書
で
あ
る
注
解
書
に
幽
斎
抄
を
加
え
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

全
体
な
の
か
、
遺
書
の
部
分
を
中
心
と
す
る
も
の
な
の
か
、
幽
斎
抄
の
理
解
の
部
分

な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
や
、
季
吟
が
「
子
か
き
け
る
所
に
」
は
一
体
何
を
意
味
４

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
季
吟
の
『
百
人
一
首
拾
穂
抄
』
は
、
天
和
元
年
板
本
に
よ
る
と
、

四
巻
の
巻
末
に
「
天
和
元
年
霜
月
冬
至
日
北
村
季
吟
書
」
と
あ
り
、
天
和
元
年
（
一

六
八
一
）
頃
と
す
れ
ば
、
基
箭
抄
以
降
と
な
る
。
こ
の
百
人
一
首
拾
穂
抄
と
同
じ
内

容
で
『
百
人
一
首
水
玉
」
（
四
冊
、
書
陵
部
蔵
、
泌
・
”
ｌ
錨
）
に
は
、
こ
の
部
分

が
な
い
の
で
、
季
吟
の
完
成
稿
の
年
次
の
推
定
は
後
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
い
が
、

問
題
点
と
し
て
残
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
加
二
首
書
こ
の
五
十
九
箇
所
の
補
注

は
践
文
の
「
桁
脱
烏
弩
誤
字
」
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
梓
者
の
手
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

②
延
宝
三
年
板

本
書
は
伝
存
す
る
の
で
は
な
く
、
前
掲
田
中
氏
著
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

延
宝
三
年
毛
利
文
八
刊
行
の
『
古
今
書
籍
題
林
』
に
「
三
同
首
謹
基
箭
抄
北
村
季

吟
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。
同
氏
は
「
首
書
と
い
う
こ
と
ば
が
つ
い
て
い
る
の
で
、

お
そ
ら
く
同
一
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
こ
の
「
首
書
基
箭
抄
」
が
ど
の
よ

う
な
本
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
北
村
季
吟
と
あ
る
の
で
寛
文
十
二
年
の

季
吟
の
序
文
に
つ
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
絵
入
本
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な

る
か
も
推
定
す
べ
き
賓
料
を
今
は
も
た
な
い
。
）
」
諏
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
「
首
書
」
は
、
伽
「
仲
秋
」
本
の
こ
と
で
、
⑪
「
孟
春
」
本
を
首
書
し
補

訂
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
序
文
に
よ
っ
て
季
吟
著
と
誤
認

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
伽
「
仲
秋
」
本
の
延
宝
三
年
板
と
し

て
お
き
た
い
。



書
名
『
増
補
百
人
一
首
絵
抄
』
は
、
そ
の
題
篭
の
角
書
に
「
伝
記
、
系
図
、
歌
之
、

絵
入
」
と
四
行
に
分
け
た
下
に
「
増
補
百
人
一
首
絵
抄
上
、
㈱
、
、
」
と
あ
る
。
構

成
は
、
①
序
文
（
田
中
宗
作
氏
本
は
「
基
箭
抄
序
」
「
寛
文
十
二
年
九
月
廿
七
日

季
吟
」
で
内
容
は
前
掲
の
㈹
「
仲
秋
」
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
野
村
氏
著
の
説
の
ご

と
く
、
透
き
写
し
後
の
板
本
。
野
村
本
は
、
「
基
箭
抄
序
」
「
九
月
廿
七
日
季
吟
」

と
す
る
。
）
②
百
人
一
首
増
補
絵
抄
凡
例
（
⑩
．
⑪
本
基
箭
抄
の
場
合
に
は
「
基
箭

抄
簡
端
凡
例
」
と
あ
っ
た
）
。
五
項
目
。
基
箭
と
ほ
ぼ
同
じ
い
。
但
し
、
三
丁
裏
と

四
丁
表
（
左
右
開
い
た
一
面
に
な
る
）
に
小
倉
山
荘
の
絵
。
人
物
二
人
の
う
ち
、
左

側
の
人
物
は
左
向
で
三
幅
の
歌
仙
絵
を
見
る
図
あ
り
。
③
本
文
は
上
段
に
作
者
系
図

伝
記
、
出
典
、
語
釈
、
大
意
な
ど
を
記
し
、
下
段
右
側
に
作
者
像
と
歌
、
左
側
に
少

し
下
げ
て
歌
意
を
絵
に
し
た
も
の
を
配
し
て
い
る
。
（
後
掲
図
参
照
）
④
順
徳
院
の

次
に
位
置
す
る
巻
末
に
、
「
百
人
一
首
作
者
部
類
」
（
下
十
六
表
～
十
七
裏
）
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
⑤
次
の
刊
記
が
あ
る
。

右
百
人
一
首
絵
抄
者
或
人
之
家
伝
秘
書
而

籍
置
而
蔵
予
偶
得
看
此
書
其
註
解
詳
記
理

義
尤
明
講
莚
臨
席
不
可
一
日
無
此
書
突
且

又
考
諸
家
名
註
交
伝
受
秘
説
増
之
補
之

た
い
。 矧

延
宝
八
年
板
（
絵
入
）
本
（
延
宝
八
庚
申
歳
月
吉
辰
堺
屋
板
）

本
書
は
、
書
名
、
内
容
な
ど
に
問
題
が
あ
り
、
こ
の
基
箭
抄
の
分
類
に
入
れ
る
こ

と
そ
れ
自
体
に
も
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
概
略
か
ら
説
明
し
て
お
き

前
掲
野
村
貴
次
氏
は
、
川
・
仙
本
『
百
人
一
首
基
箭
抄
』
と
本
書
『
増
補
百
人
一

首
絵
抄
』
は
別
の
本
か
「
同
名
異
本
」
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
田
中
氏
は
『
増
補
百

人
一
首
絵
抄
』
を
基
箭
抄
の
絵
入
本
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
両
書
の
内
容
を
比
較
し
て
み
た
い
。

①
序
文
で
は
、
先
述
の
ご
と
く
、
基
箭
抄
に
「
寛
文
十
二
年
九
月
廿
七
日
季
吟

⑳
」
と
あ
る
が
、
増
補
絵
抄
で
は
、
田
中
本
に
は
あ
る
が
、
野
村
本
な
ど
の
多
く

の
諸
本
で
は
、
「
九
月
廿
七
日
季
吟
」
と
の
み
あ
る
。
ま
た
、
増
補
絵
本
の
諸

本
の
序
文
は
、
野
村
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
透
写
板
本
の
序
で
あ
る
。

②
凡
例
の
箇
所
で
は
、

（
基
箭
抄
）
（
増
補
絵
抄
）

圃
基
箭
抄
簡
端
凡
例
百
人
一
首
増
補
絵
抄
凡
例

だ
い
が
う

だ
い
が
う

い
一
題
號
を
△
題
号
を

㈲
と
は
百
人
一
首
と
は

の
相
違
や
、
漢
字
の
使
い
よ
う
や
、
語
順
な
ど
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
基
箭
抄
二
題
號
を
」
の
項
の
上
部
の
「
○
百
人
一
首
一

文
字
を
よ
う
聞
え
ぬ
や
う
に
よ
む
な
り
」
は
、
本
文
の
「
百
人
の
う
た
一
首
づ
上

と
云
心
を
つ
づ
め
て
云
る
な
り
」
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
増
補
５

而
鐙
梓
庶
幾
童
蒙
易
暁
之
一
助
而
已

延
宝
八
轆
歳
六
月
吉
辰

縄
手
三
条
下
ル
町
新
五
間
町
西
側

堺
屋
庄
兵
衛
板
行



③
本
文
の
相
違
。
田
中
氏
著
「
百
人
一
首
基
箭
抄
初
印
本
考
」
（
湖
～
沌
頁
）
に
比

較
が
あ
る
。

本
文
の
下
段
右
側
に
歌
仙
絵
（
上
部
に
、
作
者
と
詠
歌
）
、
下
段
左
側
に
歌
意

を
絵
に
し
た
も
の
（
右
側
の
歌
仙
絵
よ
り
、
少
し
小
さ
め
の
絵
）
を
配
し
、
上
段

に
系
図
や
作
者
略
伝
、
出
典
、
歌
意
な
ど
を
記
し
て
い
る
（
絵
図
参
照
）
。
こ
の

絵
に
つ
い
て
、
島
津
忠
夫
氏
は
『
百
人
一
首
』
（
角
川
文
庫
）
「
解
説
」
の
中
で

「
歌
仙
絵
の
入
っ
た
注
釈
書
で
は
、
そ
の
最
初
の
書
に
『
百
人
一
首
基
箭
抄
』
と

『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
と
が
あ
っ
て
、
両
本
は
全
く
同
じ
図
柄
を
用
い
て
お
り
、

『
像
讃
抄
』
が
も
と
で
、
『
基
箭
抄
』
は
そ
の
図
柄
を
模
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
『
像
讃
抄
』
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
両
本
に
共
通
す
る
図
柄
の
も
と
は
菱

川
師
宣
が
描
い
て
い
る
」
（
醐
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

絵
抄
に
は
頭
注
な
く
、
本
文
に
も
変
化
は
な
い
。

「
百
首
所
し
出
之
集
」
の
表
記
の
仕
方
も
、
基
箭
抄
は
勅
撰
集
名
を
上
段
に
、
入

集
歌
数
を
下
段
に
し
て
十
行
で
ま
と
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
増
補
絵
抄
は
二
重

に
し
て
五
行
で
ま
と
め
て
い
た
り
、
五
項
目
の
「
定
家
卿
」
の
伝
記
を
基
箭
抄
は

漢
文
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
平
仮
名
混
り
に
し
て
い
る
な
ど
の
見
た
目
の
相
違
が

み
ら
れ
る
。
田
中
氏
は
（
狐
頁
）
、

全
体
と
し
て
み
る
と
き
、
こ
の
凡
例
の
部
分
の
説
明
は
、
そ
の
基
本
を
幽
斎

抄
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
幽
斎
抄
の
骨
子
と
な
っ
て
い
る
三
条
西
家
流
の
講
談

に
材
料
を
仰
い
だ
か
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
う
ま
く
接
配
し
て
成
っ
た
も
の
と
思

と
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
る

○
「
民
の
春
た
が
や
し
。
夏
草
を
と
り
。
秋
か
り
。

（
首
書
）
冬
お
さ
む
る
ま
で
」

○
万
乗
の
主
と
し
て
民
を
憐
給
○
「
さ
れ
ば
万
乗
の
い
み
じ
き
御
身
の
う
へ
よ
り
、

ふ
は
聖
王
賢
王
の
事
也
と
い
万
民
を
あ
は
れ
み
給
ふ
は
、
聖
人
賢
王
の
事
と

へ
と
も
殊
に
田
夫
の
業
の
躰
は
い
へ
ど
も
殊
に
田
夫
の
業
の
躰
を
っ
ぶ
さ
に

を
具
に
思
召
入
事
所
以
止
於
思
し
め
し
入
さ
せ
て
か
く
ょ
ま
せ
給
ふ
に
仁
心

仁
也
あ
り
が
た
き
御
心
ざ
し
、
為
二
人
君
一
止
二
於
仁
一

と
い
ひ
つ
ぺ
し
」

○
「
只
と
も
に
か
り
を
の
露
に
ぬ
れ
ま
せ
給
ふ
。

心
ち
す
る
道
理
を
み
る
べ
し
と
也
」

の
ご
と
く
で
あ
り
、
基
箭
抄
仙
・
仙
本
と
も
増
補
百
人
一
首
絵
抄
に
吸
収
さ
れ
て
し

６

次
に
注
解
部
分
の
相
違
を
示
し
て
み
よ
う
。

基
箭
抄
増
補
絵
抄

〔
伝
記
部
分
〕

「
別
号
斎
明
天
皇
」
の
部
分
○
系
図
あ
り
。
系
図
に
「
斎
明
天
皇
と
も
云
」
を

あ
り
。
掲
げ
る
。

○
「
近
江
国
大
津
宮
志
賀
郡
に
お
は
し
ま
す
」

○
「
又
ハ
五
十
八
才
と
も
云
」

○
「
田
原
天
皇
と
も
近
江
帝
と
も
申
奉
る
也
」

〔
出
典
注
釈
〕

○

「
昔
の
う
た
は
か
さ
ね
詞
に
よ
み
た
る
事
万
葉

な
ど
に
そ
の
数
お
ほ
し
」



ま
い
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
増
加
さ
せ
て
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。

こ
の
両
書
の
関
係
は
、
注
解
の
部
分
を
中
心
に
他
の
諸
注
と
も
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
さ
ら
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
問
題
点
に
移
る

前
に
、
こ
の
側
本
延
宝
八
年
板
『
基
箭
抄
』
と
『
増
補
百
人
一
首
絵
抄
』
の
成
立
関

係
を
野
村
貴
次
氏
は
次
の
よ
う
に
推
理
し
て
、

ｌ
上
略
ｌ
こ
れ
だ
け
な
ら
こ
の
堺
屋
板
『
増
補
百
人
一
首
絵
抄
』
は
「
百
人
一

首
基
箭
抄
」
と
い
う
二
つ
の
名
を
持
た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
販
売
効
果

を
高
め
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
古
典
注
釈
家
と
し
て
も
ま
た
俳
話
宗
匠
と

し
て
も
、
洛
中
は
い
う
に
及
ば
ず
地
方
に
ま
で
そ
の
名
の
通
っ
て
い
た
「
季
吟
」

と
今
ま
さ
に
必
要
と
し
て
い
る
「
百
人
一
首
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
『
百
人
一
首

基
箭
抄
』
の
序
文
を
見
付
け
出
し
、
こ
れ
を
尤
ら
し
く
巻
頭
に
据
え
た
こ
と
か
ら

混
線
が
生
じ
た
。
し
か
も
最
初
は
、
田
中
氏
御
所
蔵
の
初
印
本
に
あ
っ
た
「
寛
文

十
二
年
」
を
、
架
蔵
本
の
よ
う
に
後
印
本
で
抜
い
て
し
ま
っ
た
の
は
、
木
に
接
い

だ
竹
を
少
し
で
も
ま
や
か
そ
う
と
し
た
か
っ
た
が
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
し
て
、
堺
屋
の
目
論
見
は
、
「
像
讃
抄
」
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
相
当

に
的
中
し
た
よ
う
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
自
家
板
的
性
格
の
強
い
「
百
人
一
首
基

箭
抄
」
は
、
追
福
と
い
う
本
来
の
目
的
か
ら
こ
の
書
建
に
よ
り
、
い
つ
の
間
に
か
、

「
絵
抄
」
の
副
題
と
し
て
、
童
幼
啓
蒙
の
書
名
と
し
て
扱
わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
な
る
と
、
昇
格
し
て
本
題
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
（
前
掲
”
・
郡
頁
）

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

『
百
人
一
首
基
箭
抄
』
に
絵
と
増
補
を
加
え
た
本
を
『
増
補
百
人
一
首
絵
抄
』
と
呼

ぶ
か
、
『
百
人
一
首
絵
入
本
基
箭
抄
』
と
呼
ぶ
か
、
或
い
は
ま
た
、
『
増
補
百
人
一
首

絵
抄
』
は
、
基
箭
抄
を
基
に
し
て
い
る
と
考
え
な
い
か
（
野
村
説
）
な
ど
の
問
題
を

今
は
別
に
措
い
て
、
基
箭
抄
と
名
の
つ
く
、
側
⑧
⑥
の
諸
本
に
簡
単
に
言
及
し
て
お

く
と
、
側
『
百
人
一
首
基
箭
抄
上
㈲
、
』
と
あ
り
、
刊
記
に
「
享
保
六
年
辛
丑
更
衣

大
坂
順
慶
町
一
丁
目
筋
書
林
田
原
屋
平
兵
衛
梓
」
と
「
享
保
六
年
辛
丑
更
衣

大
坂
順
慶
町
五
丁
目
書
林
柏
原
屋
与
左
衛
門
版
」
と
あ
る
系
統
で
、
⑧
．
⑧
本

を
用
い
た
も
の
で
、
⑤
『
百
人
一
首
基
箭
抄
上
、
』
は
、
刊
記
に
「
享
保
六
年
辛
丑

春
開
板
文
化
載
季
丙
丑
冬
求
板
大
坂
書
建
心
斎
橋
通
河
内
屋
嘉
兵
衛
同
増

田
屋
源
兵
衛
」
（
文
化
試
年
は
「
乙
丑
」
）
と
あ
る
本
で
、
野
村
氏
著
（
郡
・
釧
頁
）

で
指
摘
の
ご
と
く
側
の
後
刷
本
。
⑥
異
類
本
は
、
『
基
箭
百
人
一
首
抄
』
と
あ
り
、

序
（
「
寛
文
十
二
年
九
月
廿
七
日
季
吟
」
と
あ
り
、
③
延
宝
八
年
田
中
宗
作
家
蔵

本
ま
で
測
る
）
と
、
そ
れ
に
続
く
「
百
人
一
首
増
補
絵
抄
凡
例
」
ま
で
が
、
③
側
⑤

の
基
箭
抄
と
同
じ
で
、
本
文
や
歌
仙
絵
、
歌
意
の
絵
、
作
者
部
類
（
「
百
人
一
首
作

者
之
部
類
附
父
子
井
三
代
続
之
歌
人
此
内
江
不
レ
入
ハ
細
字
二
書
し
之
」
と
あ
り
、
基

箭
本
系
の
「
百
人
一
首
作
者
部
類
」
と
す
る
の
と
異
な
る
）
の
部
分
は
『
百
人
一
首

像
讃
抄
』
（
延
宝
六
年
成
）
と
同
じ
内
容
で
あ
り
、
巻
末
の
識
語
も
像
讃
抄
の
も
の

を
用
い
て
い
る
。
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と
あ
る
。
内
容
か
ら
云
え
ば
、
像
讃
抄
（
歌
仙
絵
中
の
歌
に
見
え
る
読
仮
名
の
少
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
延
宝
六
年
本
系
で
あ
ろ
う
）
の
系
列
に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
の
で
、
異
種
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

百
人
一
首
三
略
抄
の
序
文
に
季
吟
の
基
箭
抄
と
同
じ
内
容
の
序
文
を
掲
げ
て
あ
っ

た
た
め
、
基
箭
抄
の
諸
本
に
言
及
す
る
必
要
が
生
じ
て
、
前
述
の
よ
う
な
回
り
く
ど

右
の
六
行
目
（
「
右
百
人
一
首
：
…
道
引
詑
」
）

寛
延
三
庚
午
年
三
月
皿
稗
雛
彫
輌

宝
暦
十
庚
辰
九
月
吉
日
蝿
菱
屋
治
兵
衛

菊
屋
七
郎
兵
衛 百

人
一
首
像
讃
抄
（
延
宝
六
年
板
識
語
）

ま
で
を
残
し
、
そ
れ
に
継
い
で
、

町
、
Ｆ
隅

噺
吹
皇
訴
胤

二
絵
入
基
箭
抄
（
増
補
絵
抄
）
・
像
讃
抄
（
延
宝
六
年
板
）
と
三
略
抄
の
絵
図

三
略
抄
の
刊
記
に
見
え
る
「
大
和
絵
師
杉
村
治
兵
衛
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
近

藤
市
太
郎
著
『
浮
世
絵
』
（
日
本
歴
史
新
書
、
至
文
堂
、
昭
拠
）
に
「
師
宣
の
外
に

絵
本
の
世
界
に
活
躍
し
た
初
期
作
家
で
名
の
知
ら
れ
て
い
る
者
は
、
延
宝
九
年
晶

嘩
蕊
確
し
ら
く
あ
そ
び
』
に
署
名
し
た
杉
村
治
兵
衛
と
、
上
方
の
作
家
吉
田
半
兵
衛

と
志
村
兵
衛
の
三
名
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
同
訓
頁
）
や
、
『
開
館
記
念
展
名
作
に
見
る

い
話
に
な
っ
た
。
序
文
に
関
し
て
云
え
ば
、
「
序
季
吟
」
の
表
記
は
、
基
箭
抄
系
８

で
見
る
限
り
は
最
も
省
略
し
た
形
式
で
他
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
序
文

の
一
部
の
改
訂
や
透
写
を
経
て
い
る
側
・
伽
の
延
宝
八
年
本
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
の
③
．
③
本
は
、
像
讃
抄
の
師
宣
系
の
絵
を
含
み
、
注
解
に

も
大
巾
の
増
補
が
見
ら
れ
、
そ
れ
を
増
補
と
み
る
か
別
種
と
み
る
か
の
意
見
の
分
れ

る
伝
本
で
あ
っ
た
。
三
略
抄
の
刊
記
は
前
掲
の
ご
と
く
「
延
宝
九
酔
歳
初
夏
」
で
③

・
㈹
本
と
一
箇
年
以
内
の
短
い
時
間
で
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
序
文
に
続
く
「
百
人
一

首
増
補
絵
抄
几
例
」
も
、
内
容
は
全
く
同
じ
で
、
僅
か
に
、
見
出
し
の
「
△
題
号

を
」
（
側
系
、
基
箭
抄
）
で
あ
る
の
に
、
「
一
題
号
を
」
（
三
略
抄
）
と
あ
る
違
い
で

あ
り
、
凡
例
中
の
山
荘
絵
も
同
じ
い
。
ま
た
巻
末
の
「
百
人
一
首
作
者
部
類
」
も
同

じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
本
文
の
絵
（
歌
仙
、
大
意
と

も
）
は
全
く
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
基
箭
抄
矧
系
が
前
述
の
ご
と
く
、
百
人
一
首

像
讃
抄
の
菱
河
師
宣
の
絵
を
用
い
て
い
る
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
刊
記
に

「
大
和
絵
師
杉
村
治
兵
衛
圖
」
と
す
る
の
で
当
然
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ

の
こ
と
か
ら
言
及
し
て
み
よ
う
。



日
本
版
画
』
（
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
昭
健
）
に
「
杉
村
治
兵
衛
生
没
年

不
詳
赤
穂
浪
士
杉
村
喜
兵
術
の
養
父
九
太
夫
の
甥
で
、
江
戸
通
油
町
に
住
む
。
菱

川
師
宣
と
同
時
期
の
人
で
、
肉
感
的
な
女
性
像
を
描
く
他
、
独
立
し
た
一
枚
絵
の
先

駆
者
の
一
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
初
期
浮
世
絵
界
の
重
鎮
と
さ
れ
て
い
る
。

作
画
期
は
延
宝
末
年
か
ら
元
禄
末
に
か
け
て
活
溌
し
、
画
号
に
治
信
、
正
高
が
あ

る
。
」
（
捌
頁
）
と
記
さ
れ
叩
立
美
人
加
獅
子
舞
皿
玉
取
物
語
図
”
鳳
凰
丸
船

遊
び
噸
小
式
部
内
侍
の
作
品
が
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
を
指
す
も
の
か
と

思
う
。

先
に
引
用
し
て
述
べ
た
ご
と
く
、
絵
入
基
箭
抄
は
像
讃
抄
の
絵
を
借
り
て
い
る
こ

と
は
、
大
体
に
お
い
て
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
少
し
く
異
な
っ
て
い
る
点
も
あ
る
。

例
え
ば
、
像
讃
抄
序
に
続
く
絵
を
み
る
と
、
次
に
示
し
た
ご
と
く
全
く
違
っ
て
い
る
。

そ
の
他
は
、
本
文
の
歌
仙
絵
と
歌
意
の
絵
の
大
き
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
相
違

が
み
ら
れ
、

像
讃
抄
の
絵
の
方
が
少
し
ス
マ
ー
ト
に
見
え
る
理
由
が
知
ら
れ
る
。

歌歌
意仙

絵

像
讃
抄
（
延
宝
六
）

縦
恥
横
地

加
７

基
箭
（
延
宝
八
）

縦
恥
横
肌

３
２
９
７

’

百
人
一
首
像
讃
抄
序
挿
絵
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絵
入
基
箭
抄
（
百
人
一
首
増
補
絵
抄
）
序
挿
絵

そ
れ
に
比
べ
て
三
略
抄
の
序
文
中
の
絵
は
、
絵
入
基
箭
抄
（
増
補
絵
抄
）
と
同
じ
で
、

像
讃
抄
の
播
絵
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
本
文
中
の
歌
仙
絵
も
歌
意
の
絵
も
次
に
示
す

よ
う
に
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

三
略
抄
（
延
宝
九
年
板
）

像
讃
抄
（
延
宝
六
年
板
）

10



し
か
し
、
天
智
天
皇
着
衣
の
紋
様
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
関
係
に
あ
る
。

三
略
抄
は
全
歌
人
が
上
畳
で
あ
る
こ
と
も
違
う
点
で
あ
る
が
、
厳
密
に
は
違
っ
て
い

て
も
似
通
っ
て
い
る
点
が
多
い
と
い
う
関
係
で
、
例
え
ば
中
納
言
家
持
歌
の
歌
意
の

絵
で
は
、
像
讃
抄
が
鵲
の
四
羽
翼
を
連
ね
て
天
の
川
の
上
を
渡
っ
て
い
る
図
柄
に
対

し
て
、
三
略
抄
の
も
の
が
、
三
羽
翼
を
連
ね
そ
の
翼
に
織
女
（
右
）
と
牽
牛
（
左
）

が
乗
っ
て
天
の
川
の
上
に
い
る
絵
な
ど
が
特
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
与
え

る
例
に
あ
げ
ら
れ
る
位
で
、
影
響
関
係
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
略
抄
の
歌
人
像
は
、
後
に
仮
称
『
百
人
一
首
大
成
』
（
「
版
柱
」
に
よ
る
。
識
語

に
は
「
金
玉
百
人
一
首
」
と
す
る
。
元
禄
十
四
醇
正
月
上
旬
刊
、
架
蔵
本
。
念
の
た

三
絵
入
板
本
素
庵
本
系
Ｉ
新
出
本
を
中
心
に
Ｉ

百
人
一
首
の
絵
入
板
本
の
現
存
最
古
の
も
の
は
、
前
掲
島
津
忠
夫
氏
が
紹
介
さ
れ

た
『
素
庵
筆
百
人
一
首
全
」
（
東
洋
文
庫
蔵
・
角
川
文
庫
）
で
、
本
書
に
つ
い
て

は
、
そ
の
後
、
森
暢
氏
「
百
人
一
首
絵
考
」
（
別
冊
太
陽
、
百
人
一
首
、
昭
⑬
）
が

詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
そ
の
要
旨
を
掲
げ
る
。

ｌ
上
略
素
庵
本
は
、
新
装
の
表
紙
に
「
素
庵
筆
百
人
一
首
全
」
と
あ
る
題
篭

が
あ
り
、
歌
と
歌
仙
の
姿
の
み
を
描
い
た
楮
紙
袋
綴
（
縦
二
六
・
四
、
横
一
八
、

七
セ
ン
チ
）
の
版
本
で
あ
っ
て
、
巻
初
と
奥
書
の
部
分
を
欠
失
し
て
い
る
。
現
在

東
洋
文
庫
に
あ
る
一
本
よ
り
知
ら
れ
な
い
が
、
書
様
か
ら
は
素
庵
の
筆
様
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
確
証
あ
る
素
庵
の
筆
蹟
（
カ
ッ
コ
の
内
を
省
略
す
る
）
に
較
べ
て

も
、
版
本
と
し
て
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、
そ
の
類
似
は
否
定
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
こ
の
素
庵
本
は
（
ま
た
絵
と
の
配
置
か
ら
し
て
も
）
、
素
庵
の
在
世

中
（
寛
永
九
年
没
、
六
二
歳
）
に
板
行
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
点
か
ら
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
最
も
古
い
百
人
一
首
絵
の
版
本
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
現
存
の
東

洋
文
庫
（
「
本
」
脱
か
）
に
は
多
少
疑
問
の
点
が
あ
っ
て
私
見
で
は
あ
る
が
、
紙

め
、
『
百
人
一
首
諸
抄
大
成
』
Ｉ
元
禄
十
年
丑
初
夏
板
の
拾
穂
抄
に
像
讃
抄
元
禄
五

年
板
の
絵
を
用
い
た
本
と
は
別
の
本
。
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
元
禄

十
四
年
刊
百
人
一
首
大
成
の
歌
人
の
上
部
に
あ
る
読
み
く
せ
つ
き
詠
歌
と
簡
単
な
歌

人
略
伝
は
、
『
万
宝
百
人
一
首
大
成
』
（
宝
永
四
年
板
伊
賀
屋
弥
兵
術
）
に
吸
収
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
三
略
抄
と
同
系
の
歌
人
像
の
延
宝
九
年
を
洲
る
例
を
他
に
知
ら

な
い
。
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質
そ
の
他
の
点
に
な
お
考
慮
の
余
地
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
歌
仙
の
姿
は
探

幽
の
画
帖
本
な
ど
と
異
な
る
点
が
あ
っ
て
、
百
人
一
首
の
流
行
か
ら
新
た
に
描
か

れ
る
に
い
た
っ
た
板
行
の
書
で
も
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。

と
さ
れ
、
こ
の
系
統
の
書
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
延
享
五
年
（
一
七
四

八
）
『
百
人
一
首
絵
抄
』
（
心
斎
橋
通
唐
物
町
浪
華
書
建
北
田
清
左
衛
門
一
冊
）
が
あ

る
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
片
桐
洋
一
氏
も
前
掲
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
（
版
本
文
庫
）
解
題
の
中
で
、

像
讃
抄
の
師
宣
の
絵
は
素
庵
本
百
人
一
首
の
絵
と
大
半
が
一
致
し
、
多
少
の
改
変
を

加
え
た
も
の
も
あ
り
、
多
く
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

東
洋
文
庫
蔵
素
庵
筆
本
の
よ
う
な
、
歌
仙
と
歌
の
み
の
本
と
し
て
模
刻
さ
れ
た
伝

本
を
紹
介
し
た
い
。
改
装
表
紙
。
縦
二
六
・
六
糎
、
横
一
七
・
二
糎
、
袋
綴
。
一
重

の
権
。
楮
紙
。
江
戸
中
期
頃
刷
。
架
蔵
。
巻
頭
の
天
智
・
持
統
・
巻
末
の
後
鳥
羽
、

順
徳
の
四
人
を
破
損
し
て
い
る
零
本
で
、
東
洋
文
庫
本
と
比
較
す
る
と
、
架
蔵
本
は

歌
人
の
す
べ
て
に
平
仮
名
で
読
み
仮
名
を
つ
け
、
歌
の
漢
字
に
も
少
し
く
振
仮
名
を

つ
け
て
い
る
。
そ
の
他
、
人
物
の
姿
や
歌
の
字
形
や
字
配
り
に
至
る
ま
で
全
く
同
じ

で
あ
る
。
こ
の
系
統
本
は
、
歌
仙
部
分
の
変
化
は
少
な
い
が
、
歌
の
部
分
を
他
か
ら

借
用
し
た
か
、
歌
の
部
分
が
次
第
に
字
形
字
配
り
に
変
化
を
お
こ
し
作
者
表
記
の
位

置
が
上
段
に
移
さ
れ
て
い
る
渡
辺
守
邦
氏
御
蔵
本
な
ど
が
あ
る
。

次
に
広
い
意
味
で
こ
の
系
統
に
属
す
る
歌
仙
絵
を
も
つ
絵
入
注
釈
書
を
紹
介
し
た

い
。『

窪
百
人
一
首
大
成
』
で
あ
る
。
『
跡
見
学
園
短
期
大
学
図
書
館
蔵
百
人
一
首

目
録
稿
三
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
一
本
で
、
同
書
に
、

４
－
潅
百
人
一
首
大
成
和
袋
板
一
冊
二
六
・
八
×
一
八
・
二

四
四
二
六
三

霞
菫
醒
百
人
一
首
大
成

〔
見
返
し
〕
耐
醒
百
人
一
首
大
成
」
滝
図

〔
柱
〕
百
人
上
・
下

〔
口
絵
〕
観
桜
図

〔
序
〕
無
記
名

〔
賊
〕
干
時
承
腫
二
年
（
一
六
五
三
）
十
一
月
日
無
記
名

〔
刊
記
〕
万
治
三
年
謡
（
一
六
六
○
）
仲
夏
（
京
都
）
寺
町
山
田
三
郎
兵
術
板
行

〔
丁
数
〕
五
十
三
丁

〔
内
容
〕
歌
人
名
本
文
歌
仙
絵
頭
注
（
詞
書
註
釈
）

〔
備
考
〕
ふ
り
が
な
濁
点
有

と
記
さ
れ
て
い
る
。
序
文
は
、
下
部
約
２
－
３
に
定
家
の
小
倉
山
荘
の
休
息
図
と
庭
、

次
の
半
葉
の
女
性
の
手
習
い
図
を
配
し
た
上
部
１
－
３
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
る
。

此
百
人
一
首
齢
燕
錘
識
剛
定
家
卿
ド
餌
の
雌
睦
職
読
蝕
緤
の
和
歌
也
。
こ
の
百
首

お
き
ゐ
ん
ざ
い
い
か
せ
ん
お
ほ

を
え
ら
び
を
か
る
典
事
は
隠
岐
の
院
御
在
位
の
時
五
人
の
歌
仙
に
仰
せ
て
新
古
今

せ
ん

も
い

集
を
撰
ら
れ
し
に
、
定
家
卿
も
数
の
中
成
け
れ
共
、
母
の
喪
に
居
て
其
座
に
か
な

し
う

は
ず
。
さ
れ
ぱ
か
の
集
に
入
ら
れ
け
る
歌
と
も
あ
ま
り
に
花
や
か
に
し
て
定
家
卿

り
た
み

の
心
に
い
き
ど
を
り
思
ひ
給
ふ
事
有
。
そ
れ
歌
道
は
世
を
理
し
民
を
や
す
く
す
る

せ
ん

み
こ
ん
ぼ
ん

道
に
し
て
、
ま
こ
と
の
心
ざ
し
を
あ
ら
は
す
を
詮
と
す
べ
し
、
実
を
根
本
と
し
て

し
ゑ
う
あ
ら

花
を
種
葉
と
せ
よ
と
い
へ
り
、
是
に
よ
っ
て
黄
門
の
心
ざ
し
を
顕
は
さ
ん
為
に
百

わ
が
さ
ん
さ
う

み

人
の
歌
を
え
ら
び
出
て
、
我
山
庄
の
障
子
に
か
き
お
か
れ
し
。
此
百
首
の
歌
実
を
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ぶ
ん
し
や
う
ぐ
は
う
こ
う
く
わ
い

六
七
分
に
し
て
花
を
三
四
に
か
ね
た
る
と
か
や
。
上
皇
も
御
後
悔
有
て
お
き
の
国

に
し
て
あ
ら
た
め
な
を
さ
れ
し
と
な
り
。
後
二
職
雌
の
職
の
御
時
に
勅
を
承
て

ち
よ
く
う
け

し
ん
ち
ょ
く
せ
ん

お
ら

じ
つ

新
勅
撰
を
え
ら
は
れ
し
に
、
日
比
の
い
き
ど
を
り
を
顕
は
し
て
実
あ
る
歌
を
入
ら

く
わ
じ
つ
さ
う
た
い
ご
せ
ん
し
う

し
う

れ
し
な
り
。
古
今
集
は
花
実
相
對
し
、
後
撰
集
は
実
の
か
た
を
過
分
に
せ
ら
れ
拾

い
し
う

く
わ
じ
つ

瞳
つ

し
せ
つ

遺
集
は
ま
た
花
実
あ
ひ
か
ね
新
古
今
は
花
の
み
過
分
に
し
て
実
す
ぐ
な
し
と
師
説

を
き
腿
侍
る
。
又
こ
の
百
人
の
う
ち
さ
せ
る
人
に
も
あ
ら
ず
い
か
め
し
か
ら
ぬ
も

め
い
よ
か
だ
う

入
侍
り
。
こ
れ
う
た
の
名
誉
を
あ
ら
は
さ
ん
か
た
め
な
り
。
歌
道
の
ま
こ
と
あ
る

て
い
か
倉
や
う
ざ
い
せ

黄
門
の
こ
こ
ろ
ざ
し
尤
有
が
た
き
こ
と
な
り
。
定
家
卿
在
世
の
う
ち
に
は
人
あ
ま

ゆ
へ
た
の
い
へ

ね
く
し
ら
ざ
り
け
る
。
こ
れ
は
世
の
人
の
う
ら
み
を
も
は
ｇ
か
る
故
也
。
為
家
卿

よ
の
代
に
い
た
り
て
人
あ
ま
ね
く
し
り
て
、
百
人
一
首
と
名
づ
け
か
き
つ
た
へ
て
ひ

で
う
け

こ
つ
に
く

く
で
ん

か
う
だ
ん

ろ
く
な
れ
り
。
二
條
家
の
う
た
の
骨
肉
に
て
家
に
口
伝
す
る
こ
と
な
り
。
講
談
す

と
倉

べ
き
に
は
侍
ら
ざ
り
し
を
か
た
の
ご
と
く
お
も
む
き
ば
か
り
を
説
き
か
す
る
事
に

だ
う
り
ぜ
ん
じ
ゆ

な
れ
り
、
ふ
か
き
道
理
は
し
ゐ
て
伝
受
あ
る
べ
し
と
か
や
（
句
読
点
は
稿
者
）

の
ご
と
く
、
幽
斎
抄
を
基
に
し
て
少
し
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
部
分
的
に
は
、

「
定
家
卿
も
数
の
中
成
け
れ
共
、
母
の
喪
に
居
て
其
座
に
か
な
は
ず
」
は
、
「
定
家

卿
は
奏
覧
以
前
父
の
喪
に
篭
り
居
給
へ
り
」
（
幽
斎
抄
、
寛
永
八
年
板
本
）
と
あ
る

所
で
、
「
母
の
喪
に
居
て
」
は
古
注
で
は
他
に
聞
か
な
い
説
で
、
播
絵
と
共
に
婦
女

子
を
対
象
と
し
た
故
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。

巻
末
に
は
、
次
の
識
語
が
み
ら
れ
る
。

こ
ん
げ
ん
う
た
ち
う
そ

抑
此
百
人
一
首
は
道
を
も
と
む
る
根
元
歌
を
も
て
あ
そ
ぶ
柱
礎
た
り
。
し
か
も

ち
う
し
や
く

こ
ら
い

あ
る
ひ

注
鐸
家
為
に
つ
た
へ
て
古
来
こ
れ
あ
り
と
い
へ
と
も
、
或
は
こ
と
葉
し
け
く
或
は

ぎ
り
や
く

と
、
ろ
り
か
く
ぺ
つ

さ
く
し
や
ぼ
ん
い

義
を
害
す
。
又
は
歌
の
意
そ
の
理
各
別
に
し
て
作
者
の
本
意
を
う
し
な
ふ
事
あ
り
、

予
薩
識
、
識
朧
の
末
に
侯
し
て
聞
侍
る
所
、
又
そ
の
伝
受
の
か
た
は
し
を
く
は
へ
、

こ
う

で
ん
じ
ゆ

し
ゆ
ご
と

せ
う
め
い

の
こ
ゆ
う
と
う

一
首
毎
の
か
し
ら
に
し
る
し
て
、
わ
が
鍾
愛
の
子
に
残
さ
ん
と
す
、
此
故
に
幽
灯

ら
う
が
ん

ほ
、
り
や
く
た
ん

し
よ
し
ん

そ
の

の
も
と
に
老
眼
を
ぬ
く
ひ
、
粗
略
し
て
一
端
を
た
上
く
。
是
初
心
の
た
め
也
。
其

え
ん
て
い

を
た
へ
つ
し
せ
つ
き
れ
か
た

渕
底
を
き
は
め
ん
と
な
ら
ば
、
亦
別
に
師
説
を
あ
ふ
く
へ
し
。
鏑
は
い
よ
ノ
～
堅

い
よ

わ
う

く
あ
ふ
け
は
称
た
か
き
も
の
は
、
只
此
歌
の
道
也
。
一
往
を
も
っ
て
と
Ｌ
ま
る
事

な
か
れ

干
時
承
應
二
年
十
一
月
日

万
治
三
年
庚
子
仲
夏

寺
町

山
田
三
郎
兵
衛
板
行

と
あ
る
。
編
纂
の
意
図
は
明
確
で
あ
る
が
、
編
者
は
伝
受
を
承
け
た
者
と
い
う
以
外

は
わ
か
ら
な
い
。

次
に
、
天
智
天
皇
、
猿
丸
大
夫
の
二
葉
を
示
す
と
、
天
智
天
皇
の
右
向
き
、
衣
紋

・
着
付
と
、
猿
丸
の
右
手
を
あ
げ
鹿
の
声
を
聞
く
姿
、
衣
紋
は
、
像
讃
抄
（
絵
入
基

箭
抄
も
）
の
師
宣
筆
系
と
違
っ
て
お
り
、
三
略
抄
の
杉
村
治
兵
衛
筆
系
と
も
異
な
っ

て
い
る
。
人
物
像
は
素
庵
系
で
あ
り
、
文
字
は
別
系
か
と
み
ら
れ
る
。
現
存
百
人
一

首
カ
ル
タ
で
江
戸
初
期
に
絵
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
は
、
素
庵
本
の
歌
仙
絵
に
大

体
が
似
て
い
る
の
で
、
当
時
と
し
て
素
庵
系
の
方
が
一
般
的
で
、
師
宣
筆
が
新
案
と

い
う
形
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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2

百
人
一
首
大
成
（
万
治
三
年
板
）

墨
グ
毎
剣
く
ｈ
１

－

騨
瀞
論

本
書
の
識
語
を
信
ず
る
限
り
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
、
刊
記
の
時
点
で
云

え
ば
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
に
既
に
絵
入
注
釈
本
が
完
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
、
像
讃
抄
（
廷
宝
六
年
一
六
七
八
）
や
三
略
抄
（
廷
宝
九
年
一
六
八

一
）
よ
り
二
十
五
年
余
り
遡
っ
て
広
く
読
ま
れ
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
こ
の
読
者
拡
大
と
い
う
意
図
を
も
つ
著
書
は
、
古
注
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し

た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
次
に
述
べ
て
み
た
い
。

四
初
期
絵
入
本
の
注
釈

こ
こ
で
初
期
絵
入
本
と
し
て
対
象
と
す
る
諸
本
は
、
百
人
一
首
大
成
（
承
応
二
年

駁
、
万
治
三
年
刊
）
、
百
人
一
首
像
讃
抄
（
廷
宝
六
年
板
）
、
絵
入
百
人
一
首
基
箭
抄

（
『
増
補
百
人
一
首
絵
抄
』
廷
宝
八
年
板
）
、
百
人
一
首
三
略
抄
（
廷
宝
九
年
識
語
）

と
す
る
。
右
の
う
ち
、
像
讃
抄
は
、
田
中
宗
作
氏
片
桐
洋
一
氏
に
よ
り
、
幽
斎
の

『
百
人
一
首
抄
』
（
寛
永
末
年
頃
刊
、
刊
年
不
明
本
）
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
証
さ

れ
て
お
り
、
絵
入
基
箭
抄
は
本
稿
で
も
先
に
触
れ
た
ご
と
く
、
幽
斎
抄
を
基
本
に
し

た
井
上
秋
扇
注
を
大
巾
に
増
補
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

百
人
一
首
大
成
の
序
文
は
、
先
に
言
及
の
ご
と
く
幽
斎
抄
系
を
要
約
し
た
も
の
で

あ
り
、
賊
文
は
百
人
一
首
の
古
注
の
伝
受
を
承
け
た
者
で
あ
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
前
掲
の
天
智
天
皇
歌
の
注
を
参
考
に
み
て
み
た
い
。

か
り
ほ
の
い
ぼ
と
は
、
刈
穂
の
庵
と
て
わ
ら
や
の
こ
と
也
、
と
云
説
あ
れ
と
も
、

只
是
は
假
庵
と
云
こ
と
也
。
万
葉
に
も
借
庵
と
か
き
た
り
。
さ
て
か
り
ほ
の
い
ぼ

と
詞
を
か
さ
ぬ
る
は
歌
の
常
例
也
。
是
は
述
懐
の
御
歌
に
し
て
上
代
の
古
風
也
。

い
に
し
へ
は
口
た
に
よ
く
思
ひ
入
れ
は
、
く
は
し
か
ら
ぬ
も
お
ほ
し
。
此
歌
の
心
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は
あ
る
説
に
此
君
九
州
に
お
は
し
ま
せ
し
時
、
世
を
お
そ
れ
給
ひ
て
か
る
か
や
の

関
を
す
へ
て
ゆ
き
Ｌ
の
人
を
名
の
ら
せ
て
、
通
し
給
ふ
こ
と
有
。
天
子
の
御
身
に

て
御
用
心
な
と
あ
る
は
王
道
の
時
過
た
る
を
、
秋
も
末
に
成
ゆ
き
笘
な
と
も
く
ち

は
て
典
、
露
の
置
あ
ま
り
て
も
る
こ
と
く
、
我
衣
手
も
御
涙
に
ぬ
る
典
と
也
。
一

説
に
は
筒
病
の
御
所
を
た
て
些
涼
闇
の
御
時
、
田
家
を
覚
し
め
し
や
り
給
ふ
心
也
。

込力
う
ｊ
ｌ
の
道
を
あ
ら
は
し
給
ふ
御
歌
也
と
い
ふ
。
（
振
り
仮
名
を
省
略
。
句
読

点
は
稿
者
）

は
、
幽
斎
抄
に
最
も
近
い
注
解
で
あ
る
。
た
だ
、
像
讃
抄
が
幽
斎
抄
の
文
体
に
近
く
、

格
調
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
成
の
注
は
易
し
く
と
い
う
基
本
姿
勢
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。
作
者
の
閲
歴
を
全
く
記
さ
な
い
の
も
、
こ
の
易
し
く
と
い
う
こ
と
と
通
い
あ

う
も
の
と
み
ら
れ
る
。

三
略
抄
の
天
智
天
皇
歌
の
注
解
に
は
、

〔
上
段
〕
天
智
天
皇

て
ん
ぢ
と
に
ご
る
へ
し
。
野
明
天
皇
の
御
子
也
御
母
は
皇
極
天
皇
の
別
号
斉
明

天
皇
は
じ
め
は
、
中
の
大
兄
皇
子
と
号
す
。
又
葛
城
皇
子
と
も
、
開
別
皇
子
と
も

申
け
る
。
大
化
十
年
唾
十
二
月
三
日
に
崩
給
ふ
。
五
十
歳
又
は
四
十
六
と
も
日
本

記
に
は
準
十
二
月
碆
日
に
近
江
の
宮
に
て
崩
御
と
云
々
在
位
十
年
也
。
又
一
説
に

は
山
科
へ
行
幸
有
て
か
へ
り
給
は
ず
、
天
に
の
ぼ
り
給
ふ
に
や
。
御
履
ば
か
り
と

ど
ま
る
に
依
て
、
其
所
に
陵
を
立
る
と
言
。
今
も
陵
は
山
科
に
あ
り
。
其
埜
を

御
窟
野
と
所
謂
十
陵
の
第
一
也
。
（
振
り
仮
名
を
略
。
読
点
稿
者
）

〔
中
段
〕

此
う
た
の
心
は
、
秋
の
田
の
庵
の
時
す
き
、
秋
の
す
ゑ
に
成
行
、
と
ま
な
ど
も

朽
は
て
Ｌ
、
つ
ゆ
を
ふ
せ
ぐ
便
り
も
な
く
、
露
た
ぶ
ノ
、
と
お
き
あ
ま
り
た
る
ご

と
く
、
我
が
袖
の
ぬ
る
典
よ
し
也
。
王
道
の
御
し
ゆ
っ
く
わ
い
の
う
た
な
り
。
定

家
此
う
た
を
百
首
の
は
じ
め
に
ゑ
ら
ひ
入
ら
る
Ｌ
は
、
民
を
あ
は
れ
み
給
ふ
な
れ

ば
、
も
と
上
せ
り
。
か
り
ほ
は
か
り
な
る
庵
な
り
。
万
葉
に
借
庵
と
書
り
。
御
説

と
云
々
・
天
智
天
皇
九
州
に
御
座
有
し
事
、
日
本
紀
、
其
外
皇
代
記
に
も
な
し
。

此
せ
つ
あ
し
。
○
季
に
い
は
く
、
万
乘
の
主
と
し
て
民
を
あ
わ
れ
み
給
ふ
は
、
聖

主
賢
王
の
事
也
と
い
へ
ど
も
、
誠
に
田
夫
の
業
の
て
い
を
つ
ぶ
さ
に
思
召
入
事
、

所
以
正
於
仁
也
。

と
あ
る
。
上
段
の
作
者
略
伝
の
部
分
は
、
基
箭
抄
の
基
本
的
部
分
と
近
い
。
そ
れ
は

幽
斎
抄
と
近
い
こ
と
で
も
あ
る
が
、
中
段
の
歌
意
の
部
分
で
「
天
智
天
皇
九
州
に
御

座
有
し
事
、
日
本
紀
其
外
皇
代
記
に
も
な
し
。
此
せ
つ
あ
し
」
と
あ
る
点
は
、
旧
注

倉

に
従
っ
て
い
な
い
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
「
○
季
に
い
は
く
」
は
、
他
歌
人

の
注
に
多
く
見
え
て
「
季
注
に
い
は
く
」
と
し
て
い
る
の
で
、
「
季
吟
の
注
釈
」
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
部
分
は
、
前
掲
『
百
人
一
首
基
箭
抄
』

（
．
基
箭
抄
の
諸
本
と
の
関
係
」
の
伽
寛
文
十
三
年
仲
秋
板
）
の
「
首
書
」
と
し

て
改
訂
し
た
部
分
と
合
致
す
る
。
す
る
と
、
三
略
抄
の
編
著
者
は
、
㈹
寛
文
十
三
年

仲
秋
板
「
百
人
一
首
基
箭
抄
」
の
首
書
部
分
を
季
吟
の
改
訂
と
誤
解
し
た
の
か
。
そ

れ
と
も
稿
者
が
誤
解
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
事
に
関
し

て
は
、
紙
数
も
尽
き
た
の
で
後
日
稿
を
改
め
て
述
べ
て
み
た
い
。

こ
の
四
種
の
絵
入
百
人
一
首
注
釈
本
（
百
人
一
首
大
成
・
像
讃
抄
・
基
箭
抄
・
三

略
抄
）
が
、
幽
斎
抄
を
基
本
と
し
て
、
そ
の
門
流
の
手
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
、
貞
徳

・
季
吟
の
注
解
を
加
え
、
一
方
で
は
、
素
庵
筆
の
歌
仙
絵
に
助
け
ら
れ
て
、
師
宣
。
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杉
村
治
兵
衛
な
ど
の
浮
世
絵
化
し
て
親
し
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
際
、
古
注
釈
は
、
伝
記
の
部
分
を
削
り
取
ら
れ
た
り
、
歌
意
だ
け
に
な
っ
た
り
し

た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
諸
本
の
関
係
を
系
統
図
示
す
る
と
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。

（
本
稿
は
、
昭
和
鑓
・
５
・
肥
、
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
調
査
員
の
大
会
の

席
上
で
報
告
し
た
賓
料
に
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
図
書
の
閲
覧
に
関

し
て
、
跡
見
学
園
短
期
大
学
図
書
館
、
お
よ
び
、
同
館
の
中
井
敏
江
氏
高
橋
美
枝
子

氏
、
日
本
大
学
名
誉
教
授
田
中
宗
作
氏
の
ご
厚
情
を
得
た
。
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
）

8
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初
期
絵
入
注
釈
本
系
統
略
図

（
季
吟
序
）

蕪
簡
抄

井
上
欣
固

↓

基
箭
抄

井
上
秋
既

寛
文
十
三
年

幽
斎
抄

刊
年
不
明
本

絵
→

基
簡
抄

（
古
今
智
藷
目
録
）

大
成

万
治
三
年
坂

二
六
六
○
年
）

絵
参
考

↓

←

己
価
バ
デ
ヨ
｝
コ
ノ
ム
エ
ー
幽
閏
■

（
一
六
七
八
年
）

絵・一
←絵

｛
擬
仮
名
墹
加
｝

絵
入
基
箭
抄

墹
郁
百
人
一
首
絵
抄

絵
◇
師
宜
摸

↓

（
一
六
八
三
年
）

撫
刊
肥
・
改

，

↓

本
文
・
絵
（
少
訂
正
）
・
作
者
部
顛

｛
改
訂
｝

（
一
六
九
二
年
）

｛
擬
仮
名
墹
加
｝

序
・
墹
補
絵
抄
凡
例

韮
筋
抄

↓

｛
改
訂
｝

一小
絵形
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